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近世期における鉱山開発と中津川村  
原田洋一郎  
津川付近の地質は，古生層とこれに貰入する石英  
閃緑岩によって構成されているが，石英閃緑宕と  
接触する古生層の石灰岩中には鉱床が存在す  
る2）。この地域においては，岩盤が堅く，鉱石は  
硫黄分を多く含んでいたため，採鉱，精錬が容易  
ではなく，本格的な開発は昭和12年（1937）の日窒  
鉱業の参入を待たねばならなかった。しかし，第  
1図に示したような鉱山が近世期には既に発見さ  
れ，開発された歴史を有していた。   
近世期の中津川柑地内には，鉱山集落は成立し  
ていなかった。周閃から隔絶されたこの地域にお  
いて行われた鉱l＿U開発には，中津川村の村民が深  
く関わったと考えられる。この報告では，近世期  
の中津川村民がどのような集落を形成，維持して  
きたか，また，近世期の鉱山開発にどのように関  
わり，いかなる影響を鉱山開発から被ったかを明  
Ⅰ はじめに  
秩父郡大滝村中津川地区は，荒川の源流のひと  
つである中津川上流域に位置している。周囲を両  
神山，自寮IUなど1000mを超す高LL＝こ囲まれ，村  
域の大部分は山林である。）このため，集落は川沿  
いの斜耐こごくわずかな部分をI一丁めるに過ぎな  
い。隔絶件の拓い地域に立地した当地区は．明治  
22年（1889）に合併して大滝柑の…一大字になるま  
で，単独で－一一柑を為していた。，硯在，当地区内に  
は小倉沢・中津川・中秋里の3陥落がある。この  
うち，近世の中津川村を構成していたのは，中津  
川とその枝郷中双里であり，′ト倉沢は近代以降に  
成立した鉱山集落であった1）。   
′ト倉沢集落が成立したことによって明らかなよ  
うに，中津川地区は地内に鉱山を有している。中  
1桃の久保  
2後 山  
3ひら平  
4六助沢  
5狩掛沢  
6すずの平  
7輸名場沢  
8道久保  
9宮 沢   
ヽ．   
ヽ  、  
第1国 対象地域の概要  
（鉱山の位置は富岡政治氏の御教示による）  
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に関連したことを示唆しているといえよう。   
逸見家は天文13年（1544）に中津川に土着したこ  
とが伝えられている6）。秩父地域の各所に多く分  
布している逸見氏は，先祖が武田家の重臣であっ  
たという伝承を持っている場合が多い7）。，中津川  
の逸見家も，甲斐源氏の系譜をひくとされている。  
また，「新編武蔵風土記稿」には，逸見家の祖先  
が慶長期に鉱山開発を営んだことが記載されてい  
る。一一方の幸嶋家は，元久2年（1205）に下総国猿  
島郡から流入してきた幸嶋覚範入道を先阻に持つ  
と伝えられている。「鉛山記録」では，中津川山  
内において職人を用いて探鉱にあたってきた家柄  
であったとされる。   
中津川における最も古い採鉱の記録は，「慶長  
十三，十四年等は字桃の久保高根進数ヶ所にて大  
金掘出し大盛也中にも麓の間歩壱荷二付砂金九分  
封り大直り」というものである。ここにみられる  
「桃の久保」は現在も地字名として残る。「高根」  
は，現在の「高嶺」と考えられる。この記録から  
は「桃の久保」の沢沿いの各所で採鉱が行われた  
様子を知ることができる 。また「掘出し」「間歩」  
といった表現が用いられていることから，慶長期  
の探鉱には，坑道掘りの技術が用いられていたよ  
うである8）。   
この桃の久保金山は，間もなく湛水のために廃  
坑を余儀なくされた。そこで排水のための水抜き  
を付設することが試みられたが，資金不足のため，  
工事は頓挫してしまった。その後，正徳元年（1711）  
まで，鉱山に関する記述は途絶する。近世初期に  
は重要な金属鉱山は幕府の直轄地とされ，［］留番  
所などを設けて統轄されたものであるが，現在の  
ところ，中津川においてそのような番所は確認さ  
れていない。短期の稼行の後，中津川の鉱山は衰  
えたと考えられる。  
2）金山衰微後における中津川集落の景観   
この節では，近世初期の金LU衰微後における中  
津川の集落がどのように成立していたかについ  
て，集落の景観やこれを取り巻く耕地や山林の分  
布と利用を通して記述する9）。  
らかにしたい。   
なお，鉱山開発に関する記述にあたっては，中  
津川地区の旧家，幸島家に所蔵されている「鉛山  
記録」3）を中心的な史料とした。文中における鉱  
山関係の記述のうち，特に注記がないものは「鉛  
山記録」によるものである。  
Ⅱ 慶長期以前の鉱山業と集落の形成  
1）中津川村における鉱山業の成立   
中津川村の成立，あるいは近世以前の鉱山業に  
ついて明確に記した史料の存在は知られていな  
い。しかし，少なくとも戦国期以前において，こ  
の地域で鉱山業が営まれていたこと，中津川村の  
居住者が鉱山業に関わったことを窺わせる状況証  
拠や伝説が存在する。   
武甲山，三峰山，両神山をはじめとして，秩父  
地域には数多くの修験の行場がある。修験者は中  
世期までは各地の鉱山を廻り，そこで指導者的な  
役割を果たした存在であった4）。修験者の存在は，  
秩父地域に良好な鉱山があり，中世期に採鉱が行  
われていたことを示唆するものである。両神山へ  
の登山口のひとつである白井差は，元禄11年  
（1698）までは中津川村の枝郷であった。ここを根  
拠地に活動した修験者が，中津川での採鉱に間接  
的に関わっていたことが考えられる。   
天正3年（1575）に甲州の武田氏が滅亡した後，  
その残党が峠を越えて秩父地域に流人し，大滝村  
栃本の股の沢，真の沢，小荒川，そして中津川に  
おいて砂金採取を行ったという伝説があが）。中  
津川集落南部には「金山沢」と呼ばれる沢がある  
が，この沢が，自泰山を越えて栃本へ到る山道の  
途上にあることは，この伝説との関連を想起させ  
る。   
ところで，近世期に中津川村の名主を世襲した  
幸鴨家と逸見家は，共に他所から移住してきたこ  
とを伝承している。しかも，両家ともに近世初頭  
の鉱山開発に関わったとされている。近世期に村  
の指導者的な立場にあった両家がこのような伝承  
を携えていることは，中津川村の成立が鉱山開発  
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元禄検地の水帳10）に記載された地字の内，確  
認できるものを現在の景観上に示した第2区Iによ  
れば，「桃の久保沢」の西側に，「屋敷前」「屋敷塞」  
などの屋敷地名があった。このことは，中世期に  
は既にこの地に屋敷が立地していたことを示して  
いる。硯在この周辺には，空き家を含めて10軒の  
家屋があり，「西平」と称されている。「西平」の  
最西端に位置する家は「オオニシ」の屋号を持ち，  
東端の家は「ヒガシ」の屋号を持つ。家屋は県道  
よりも3～5m上方にある旧道に沿って立ち並ん  
でいる（写真1）。ここには井戸を持つ家屋はなく，  
村営の水道が引かれるまでは，アヅキの沢や井戸  
沢といった，付近の沢から汲み，または引いた水  
を利用していた。「桃の久保沢」の東側にも，現  
在は公民館や県有林事務所を含む24軒の家屋があ  
る。検地時におけるここの地字は，大部分が「束  
平」であり，現在も「束平」と呼ばれている。こ  
こでは，家屋は県道よりも下方に多く分布する。  
「西平」の家屋の前を通ってきた旧道は，「東平」  
の西端に位置する旧名主の宰嶋家の家屋の脇から  
下方に降り，川を渡って諏訪神社へ向かっている。  
集落付近の川の水量は少なく，古老の簸では，台  
風の時に川縁の畑が水をかぶったことはあった  
が，家屋が被害を受けたような記憶はないという。  
「東平」には，井戸を持つ家が3軒あり，それぞ  
れ「オオエ」「オマエ」「シタデ」という屋号を持  
ち，他に比べると広い屋敷地を有する。「オマエ」  
の屋号を持つ事鴫家は，以前は西平にあったと伝  
えられている。これらのことは，「西平」への集  
落立地が，「東平」に先行したことをホ唆している。  
また，現在はキャンプ域として利朋されている桃  
の久保沢対岸の低地には，検地時には14聾の中畑  
があり，「屋敷の脇＿lという地字名が付されていた。  
ここは北向き斜面であるが，地名からは，中世期  
にはここにも屋敷があったことが推察される。   
集落の周辺には，わずかな耕地が止こがっている。  
1栃の平 2長とろ 3松葉上 4井戸沢 5半右衛門屋敷上 6屋敷轟  
7義兵衛屋敷前 8市郎兵衛屋敷前 9川原畑10登戸 ‖葉木坂12屋敷脇  
第2回 申津川薬務局辺における検地帳記載地名の分布  
（山中梅次氏所蔵「中津川村検地水帳」に記載されている地字名を，専鳥敬一一氏  
所蔵「麗政三年中津川村絵図」および聞き取りによって比定）  
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第1表 集落付近の地字ごとの耕地分布  
（元禄10年）  
地 字   中 畑  下 畑  下々畑  】ヒ木畑   
宮の向   0筆  2筆  11筆  1筆   
宮の平   2   9   0   0   
富  沢   0   0   12   0   
市郎兵衛屋敷前  2   0   0   
西の向   0   4   5   い   
川 原畑   3   3   0   
東  平   5   9   2   U   
桃の久保   0   2   12   0   
半右衛門屋敷前  0   0   2   0   
尾久保   0   0   1∠l   0   
猿  市   0   2   16   
屋敷の脇  14   0   0   
屋敷前   6   伊   0   
屋敷塞   10   0   0   0   
窟兵衛屋敷前  3   2   い   
写真1 中津川西平集落の家屋と旧道  
（1990年11月 撮影）  
元禄検地によって検出された中津川柑の反別は，  
9町5反7畝5歩であった。この内，耕地は中畑  
1町3反8畝9歩，下畑6反2畝9歩，▼F々畑が  
7町2反4畝15歩，そして，上木畑11jが1反10  
歩であった。これらの石盛は，中畑が3斗（永60  
文），下畑が2斗（永40文），‾F々畑が5升（永10文）  
と定められた。上本畑の石盛は下々畑と同じとさ  
れた。上木は上本畑以外にも作付され，1束に付  
き，2チト5斗（永5’文）とされた。   
第1表によれば，中畑は「屋敷の脇」，「屋敷塞」，  
「東平＿l，「川原畑」などの集落付近の斜面に多く  
分布していたことがわかる。下々畑は，桃の久保  
沢沿いの「桃の久保」，井戸沢沿いの「尾久保」，  
現在はアヅキの沢と呼ばれている沢沿いの「宮沢」  
など，沢に画した窪地に多く分布していた。下畑  
の石盛は下々畑の4倍と，格差が大きいことから，  
下々畑の生産力はかなり低く見積られていたこと  
がわかる。「桃の久保」では，検地で検出された下々  
畑が近世期末に百姓持ち林となった事例があっ  
た12J。現在は山林となっているが，聞き取りに  
よれば，「桃の久保」では昭和30年（1955）頃には  
焼畑耕作が行われていた。下々畑の石盛が著しく  
低いのは，焼畑耕作に伴う休耕の期間が考慮され  
ていたものであろう。   
中津川集落付近の土地利用を，第3図に模式的  
に表した。「西平」の土地利用を表した（a）によれ  
ば，家屋が斜面の比較的高い部分に位置している  
資料：「中津川村検地水帳」  
「大滝柑小津川1州l粍次Jて二所蔵J  
こともあって，家岸群の上方の畑地の広がりは大  
きくない。ここでは，畑地は家尾群の下方に広がっ  
ている。これらが検地帳にみられる「川駄畑」や  
「素兵衛屋敷前」などであった。，「塊ニヤ」をホし  
た（b）図によれば，家屋群の上方，標高80りnl辺り  
までが畑地として利用されていることがわかる。  
検地帳記載の「東平」，「甫の向」はこのような位  
置にある。現在の景観では，これらの場所の畑地  
の1枚1枚は横長の長方形に区切られ，周囲を石  
垣で囲まれている（写真2）。   
第4図には，検地帳に記載された名請人ごとの  
所有面積を耕地と屋敷地とにわけて示した。村内  
の耕地が少ないため，各人の所有耕地は極めて少  
ない。そして，所左衛門（事嶋家），義兵衝（逸見家）  
の所有耕地面積が他と比べて突出していた。しか  
も，事実上の常畑であったと考えられる中畑，下  
畑の3分の1は，所左衛門によって占められてお  
り，嘉兵衛も多くの中畑，下畑を所有していた。  
このため，他の名請人の中には5畝以上の耕地を  
持つ者はいない上に，所有耕地の過半は下々畑で  
占められた例が多い。  
…86叫   
a）西 平  
N  
皿家屋 」」畑地   上山林   
第3図 中津川集落付近の土地利用模式図  
耕地そのものが少ないため，耕地の多少をもっ  
て，この村の経済的階層構成について考えること  
は適当ではないであろう。、しかし，名ヰミと他の村  
民との問に，かくのごとき所有耕地や局数他の広  
さの格差があったことは，名主の2家が人きな指  
導力を持りていたことをホしていると思われる。   
中津川村地内の大部分ほ鉦林によって占められ  
ていた〔、このうち，「ガタ沢」と「大力l沢」を結  
んだ練から附則の－一一澗服属府の「御林」であり，  
その他は甚有林である「百姓稼1Lhであった。「百  
炸稼山」の入部分は，中津川1ナ村の共有林であっ  
たが，「ヲロ沢」，「大酒択」付近は，新■lト大瀧村  
との3ヶ村共有林であったぃ択の位常については  
第1図参照）。「御林」の利用は基本的に認められ  
なかったが，「百姓塚山」は，村民の白山な利用  
に任され，林産物の採取 加二1二や焼畑耕作に用い  
られた（1   
この利用に関して，「鉛山文書」には，「（「百姓  
稼山」において）桧見付ル人ハ，基者勝手二挽板等  
之稼取，岩茸見当候者ハ，其者自由こ取之，作物  
仕附場所見立候得者，差を切ると申切，問11j畑蹄  
へ，薬畠に吋成処見付候入省，其者所持之桟切替  
畑卜号，外人手人不致，見立入二限所持」と番か  
れているが，実際には，村内で利用に関するいく  
つかの取り決めが為されていた。享保18年（1733）  
の「中津川御山内之儀こ付被仰渡候趣請杏覚」lこぅ 
によって，この取り決めについて知ることができ  
写真2 字「宮の向」における斜面を利用した畑地  
（1990年11月 撤影）   
検地帳に記された屋敷地は28ケ所であった。こ  
の面積にも，所左衛門と義兵衛の突出がみられる。  
しかし，1筆の面積は最も大きいものでも2畝21  
歩と小さい。1畝に満たない屋敷地を持つものが  
多い。斜面上に立地した集落であることから，屋  
敷地は小さくならざるを得なかったと思われる。  
所有耕地と屋敷地の広狭に明確な相関関係はみら  
れないが，中畑を多く所有したものが相対的に大  
きな屋敷地をもっていたという傾向を指摘するこ  
とができる。  
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（反）  
??
??????????
????
第4図 中津川村における元禄検地名請人別の所有耕地・屋敷両横  
（山中梅次氏所蔵「中津川柑検地水帳」より作成）  
第2表 中津川村の稼山において生産が  
許可された品目（享保18年）  
郡小森柑江山出致し，右之外之場所へ一切山出シ不仕   
候旨書付差出シ健二付，自今も右両口汀者可差出候，   
信州・甲州其外他村へ出し候か又ハ他村之者卜山稜馴   
合御山内江入込七候轟茂有之ハ急度容可被仰付旨奉発   
憤  
「百姓稼山」の利用に対しては，1賓66文の山  
役銭が賦課されたが，これは，30名と定められて  
いた百姓株の所持者によって，頭割りに負押され  
た。また，ここの立木を他村者に売り渡した際に  
も，その代金を30等分に分配した】4j。   
このように，「百姓塚山」の利用は耕地の極め  
て少ない中津川村の村民が生計を支える上で，非  
常に重要であった。このような共有地が村民の経  
済的基盤となっていたことは，共有地を紐滞とし  
て，柑の結び付きが強かったことを嶺わせる。  
Ⅱ 鉱山開発の再開と山稜ぎの展開  
1）中津川村地内における鉱山開発の再開   
正徳元年（1711）と元文5年（1740）に，水没して  
いた桃の久保本舗に排水工事が施されたが，この  
品 目   長 さ   原  木   
挽  板  3～6（尺）   桂・沢栗・樅・栂   
笹  板  1■8～1，・9（尺）  
羽子板  檜・桂・樅・姫子   
1～2．5（尺）   
木地椀  栃・槻   
木地挽物  栃・槻   
樹木  朴  
岩茸  
自著  水草∵川くるみ   
資料：率島敬一家所蔵「中津川御山内之儀二付  
被仰渡候趣御請書覚」  
る。山稼ぎ品目とその規格は第2表のように定め  
られた。これらは従来の利用を追認したものであ  
るが，これ以降は他の品目を稼ぐことや，規格を  
変更することは禁止された。山稼ぎ品の搬出経路  
は次のように決められていた。また，他村の者を  
山内に入り込ませることは禁止された。  
稼山之本品山出し致候義大瀧・蟄川之方白井差ハ伺  
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来」とある。幸十郎については不明であるが，岩  
田三郎兵衛は，秩父郡久那村（現秩父市域）の材木  
商人であった。彼らがそれぞれ小屋を普請してい  
るところをみると，鉄山の開発では，直凍の経常  
は三郎兵衛のような商人等に任され，源内ほ見立  
入として，利潤の一部を得ていたと思われる18）。  
同年中に吹小屋が建設され，操業を開始した。し  
かし，当時の精錬技術では，良質の鉄を製するこ  
とができず，翌安永3年に鉄山は休山した。  
2）中津川村民の鉱山開発参加   
幕府の奨励を背紋とした鉱ILl開発の影響を受け  
て，天明期から文化期にかけて次々と新しい鉱山  
が見立てられた。範3衣にはこの時期から幕末に  
かけての鉱11＿憫闇の串例をまとめた。鉱IrL一問発は，  
これまでの桃の久保に加えて，小神流川流域で行  
われるようになった（第1図参照）。また，秩父地  
方の出身者による開発の事例が多くみられる。こ  
の中には，一路兵衛をはじめ，紫八，松四郎など，  
中津川村民による開発も含まれていた。   
中津川村の名主の1人であった喜兵衛（李鵬家）  
は多くの鉱lll開孝削二間わった。天明4年（1784）の  
桃の久保金山の再開発で，秩父郡薄柑の太市とと  
もに願人となったのを始め，何年10月の新金銀山  
の15〔凋間の開梱願，天明4年12月の「輪名場沢」  
と，天明5年の「五平岩」の間掘願いをたて続け  
に礎出した。   
天明6年には，小袖流川流域の銀鉛U＿】の間掘が  
許可された。この内，「後山」の鉱山では大量の  
鉱石が掘り出された。この後，数度の継続願いが  
出され，寛政5年（1793）まで稼行した。上納は1  
年に付，永5貫目であった。なお，吹日銀は「御  
買上」と表現されていることから，幕府が買い上  
げたものであろう、J   
麗政13年（1801）の桃の久保金山の再開う削こは，  
喜兵衛の他に，もう1人の名主繁八も参加した。  
文化3年（1806）にも桃の久保金山の再開発が行わ  
れたが，この開発には，琵兵衛と繁八に加えて．  
秩父郡新大瀧村名主の源治，新大瀧村鶉平組の太  
郎兵衛，伴右衛門が参加し，間掘は連名で出願さ  
時期の技術では，金山の復活は叶わなかった。正  
徳の排水工事を行ったのは，秩父郡影森村の新井  
重左衛門，元文の工事を行ったのは，江戸本所わ  
くや藤右衛門の名代，会津出身の新井弥市であり，  
いずれも中津川村外の出身者であった。   
元文期の再開発には幕府の関与があった。寛保  
3年（1743）に中津川村民が，金山の開発のために  
村内に入り込んだ職人との問に騒動を起こさない  
ことを誓約した文書を名主に差し出したが，この  
文書では金山開発を「先達而被仰付侯金山御用」  
と表現している15）。時期的にみて，これは元文  
期の再開発を指すものと思われる。当時の代官で  
あった大谷杢之助によって，二［串を行った新井忠  
左街門へニ1二軍資金が貸し付けられたことも，その  
袈付けとなるであろう。   
元文期前後には，全国の主要鉱山における金銀  
銅など鉱物の生産量は，軒並減少していたため．  
幕府は鉱11」における生産物の処理を厳重に統制す  
る政策をとるようになった。あわせて鉱l＿l」の檎極  
的な開発の奨励も行われた16）。かつて大量に金  
などを産出した桃の久保金山の再開発に幕府が関  
与したことは，そのような時代の趨勢を反映した  
動きであった。   
明和2年（1765）には，平賀源内による桃の久保  
金山の再開発が始まった。武蔵回那賀郡猪俣村（規  
児玉那美里町域）の長百姓中嶋利兵衛が資金面で  
の協力者となり，鉱山の試掘にあたって代官所へ  
提出する問掘願いは，両者の連名で提出され  
た17J 。金山ほ，豊明和3年から明和5年まで稼  
行された。   
金山の稼行中には，幕府から役人が派遣され，  
常駐させられた。幕府の積極的な開発への関与が  
窺われる。しかし，元史期の事例とは異なり，幕  
府は開発資金を鉱山へ直接下付してはいない。こ  
の時期には，幕府は民間の資金による開発を奨励  
し，運上を得ようとしていたことが窺われる。   
安永2年（1773）からは，鉄山」の開発が始まった。  
この事業も平賀源内によって推進された。「鉛山  
記録」には鉄山事業の開始について「安永2年岩  
田三郎兵衛事十郎等人山夫々普請取掛小屋等出  
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第3表 中津川村地内の鉱山開発（天明2年一義永5年）  
年   場 所（鉱物）   願  人   金  主   
1782（天明2）  ？  
？（銅）  
（ 
1784（天明4）  
（芸芸覧父郡薄村）  
？（金・銀）  喜兵衛  
輪名妓沢（銀・鉛）  書兵衛  
1785（天明5）   書兵衛   
1786（天明6）  後 山（銀・鉛）   喜兵衛   
1790（寛政2）  ？（銀・鉛）   桧四郎   
1餌1（寛政13）  桃の久保（金）   書兵衛・寮八   
1806（文化3）  
藤右衡門  
1816（文化13）  山形屋庄次郎（江戸神田）  
番兵衛  
若松 長
（ 
工藤太沖（倍州上田）  
1819（文政2）  飯島幾右衝。（〃，  
1820（文政3）   佐右衛門  
柑25（文政8）  ひら平（銀・鉛）   審兵衛   
（ ，  
1828（文政11）  茂市  直七（上州邑楽郡梅原村）  
ひら平（銀・鉛）   ←  
1839（天保10）   
（ 
（駆品州  
1843（天保14）  炭屋平兵衛・伊勢康平作（江戸）  
（銀・鉛）  
ひら平滝下（銀・鉛）   川口率蔵（江戸田町）  
1845（弘化2）  正田利右衛門・審平次  ←  
（野州佐野天明町）  
大助沢（銀・鉛）  
（ 
←  
ひら平（銀・鉛）  
（ 
←－  
1851（姦永4）  炭屋平兵衛・伊勢屋平作一江デり  
小倉沢（鉛）   中津川村村役人連名   正田利右衛門（野州佐野）  
1852（轟永5）   ←  
ヲロ沢・深沢（鉛）  （上州甘楽郡砥沢村）  
ほ 
）  ←   （言警の沢（鉛，   
（章島敬一1■氏所蔵「鉛山記録」．山中梅次氏所蔵諸文藩より作成）  
往：り内は出身地．記載が無い場合は中津川村民を示す．   
金主の欄の←印は，金主が願人と同一人物であることを示す。  
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や用木の代金は，村中に平等に分配されることに  
なった。また，稼行継続の願いを提出する際は，  
村中で相談の上，共同で出願する取り決めであっ  
た。これに続く記録が他にみられないことから，  
この開発は失敗に終ったと思われる。この事例か  
らは，鉱山開発も「百姓稼山」内で行われる限り  
は，村の規制を受けたことがわかる。   
松四郎の家系はこの後，2魔の鉱山開発に関  
わった。文政3年（1820），小神流川流域の「六助  
沢」の銀鉛山の間掘を行った佐右衛門は松慣郎の  
子であった。この六助沢の銀鉛山は，文政11年  
（1828）に佐右衛門の子である茂市によって，再び  
間堀が為された2〔））。  
3）鉱山経営の背景としての山積ぎの展開   
策5図は，魔政3年（1791）の絵図21）に濃づい  
て，集落付近の祭観を示したものである。この絵  
図に描かれた事物の距離関係は実状と著しく異な  
るが，耕地，家屋ごとに所有者と反別が詳しく記  
入されている。これによれば，中双里集落には7  
軒，中津川集落には21軒の家屋がみられる。中津  
れた。資金はこれら5名の共同出資であった。前  
回中断した工事は今回完成し，採鉱に取り掛かっ  
たものの採算が合わずに休山した。   
寛政2年（1790）には，中津川村百姓松四郎から  
銀鉛山の間掘願が出された。間掘にあたって松四  
郎と村の間に交わされた議定の内容から，鉱山経  
営者としての松四郎と，村との関係をみることが  
できる19）。  
当成年（寛政2年）貴殿（松国郎）切替場所こ而銀鉛こ茂   
吋相成哉之山色被乱立候∴付先達而御願被差Ⅲ候軋   
願通百五拾日之間間鳳被仰付候ハ、願人之身＿付初願   
百五拾ヒ・J之内ハ輿殿勝手次範稼吋被致筈，御日限切候   
柊′、柑咄1対談之上御願差損井こ地代等ハ相中相談ヲ以   
割合候筈．勿論壱人1ンニ之御願等差出間数筈，尤先間   
掘中も人会之場所こ付小や炭・薪・留本代金之俵ハ仕   
組之通惣村中7L肘tl乙割合候筈  
これによれば，松四郎は「願人」の立場である  
から，許可された150日の間掘期間は自由に採鉱  
を行う権利を認められた。しかし，この場所は「百  
姓稼山」内であったので，鉱山稼行に必要な用地  
第5図 寵政期における中津川柑の耕地と家屋の分布  
（率島敬一氏所蔵「魔政三年中津川柑絵図」より作成）  
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川集落の家屋は，「桃の久保沢」を中心に2分さ  
れており，少なくともこの頃には「東平」に家屋  
が立地していたことがわかる。集落付近に中畑，  
下畑が分布し，沢沿いに下々畑が分布していると  
いう耕地の分布状況は，元禄10年（1697）の時点と  
ほとんど変化がなかった。また，精錬施設や人足  
小屋など，鉱山業に関連する施設の存在は，絵図  
には認められない。「桃の久保」で行われた，か  
っての金山の再開発はすべて失敗に帰している  
し，その他の鉱山開発は小神流川流域において行  
われたため，鉱山業の関連施設が集落周辺に立ち  
並ぶようなことはなかったのであろう。   
天明期以降の鉱山開発に関わった村民の内，書  
兵衛と楽人は世襲の名主であったことから，経済  
的に他の百姓よりも優越した立場にあったと思わ  
れる。しかし，その資金源が村内の耕地における  
生産物による収入であったと考えるには，耕地は  
あまりに少ない。まして，寛政2年（1790）の鉱山  
の開発者であった松四郎は特高1斗7升8合の小  
前百姓に過ぎなかった22）。   
松四郎は，鉱山開発に先立つ天明2年（1782）に  
信州佐久郡御所平村文蔵を相手取り，金100両余  
の貸し金が滞っているとして訴訟を起こしてい  
た23）。松四郎のような小前百姓がこのような経  
済力を持っていたことは，この時期の「百姓稼山」  
における山稼ぎの展開と無関係ではないであろ  
う。   
この時期には「百姓稼山」における山稼ぎ品目  
が増加し，これまでの大瀧・小森村筋への旧来の  
道筋とは別の新たな道筋を利用して搬出されるよ  
うになった。従来，稼山においては，第2表でみ  
た品目の生産が認められていたが，天明期になる  
と，許可された規格の拡大と品目の増加を求める  
嘆願が出された。天明6年（1786）にはこの嘆願が  
聞き入れられ，山稼ぎ品目は，新たに次のように  
定められた。  
右ほ当村稼山之内こ両前々♂人品之稼被仰付来り候   
処木品茂不足こ罷成，寸尺之儀茂先年御定二品者不自   
由二而捌方不宜候間，此度木品井寸尺相増八色之外下   
駄木・棒木・鳥謝（とりもち）稼之義新規御免相願御   
年貢永之義も此度壱〆四百五拾文相増奉願候処，御   
伺之上願之通り御下知相済，勿論右本品寸尺ヲ以相接   
御年貢之儀弐〆五百拾五文宛之相納可申旨2小  
これまでは永1貫66文であった山役践の額は，  
1貰450文が増永された結果，2貰516文（文書原  
文に従えば2貰515文）となった。年貢負担は倍増  
したことになるが，これを受け入れてなお，多く  
の品目を稼ぐ必要，あるいは有利性があったと考  
えられる。   
寛政6年（1794）に，相中で山稼ぎに関する議定  
書が作成された。内容は従来カ、らの仕来を改めて  
確認したもので，享保18年の御請番と同様に，許  
可された品目以外を稼がないこと，稼ぎ品の搬出  
は小森・大瀧の道筋を利用し，山出しで行うこと，  
そして川流しは行わないことなどが取り決められ  
ていた25）。しかし，この議定の内容はこの時期  
の山稼ぎの実状に即応していなかったと考えられ  
る。とりわけ，山稼ぎ品の搬出方法が問題となっ  
た。次にあげる2つの事例はこのことを示してい  
る。   
寛政9年（1797）に，名主逸見家の窟兵衛が，山  
稼ぎに関する議定違反である，州流しによる山稼  
ぎ品の搬出を行おうとして，喜兵衛らによって役  
所に訴えられた。嘉兵衛は，議定番には相中の印  
形が揃っていないため，議定の内容は無効である  
と抵抗した。   
文化10年（1813）に，百姓佐右衛門（松四郎の子）  
と名主繁八との問に係争が引き起こされた。この  
年の4月に，佐右衛門が「百姓稼LU」において製  
した鳥錦を出荷しようとしたところ，繁八がその  
荷物を差し留めたことを不当であるとして，佐右  
衛門と名主喜兵衛の悼藤右衛門の2名によって，  
代官所に訴訟が持ち込まれたのであった。紫八は，  
佐右衛門が小森・大瀧筋を通さず，赤岩峠を越え  
て河原沢村へ出そうとしたことが議定に違反する  
ため，荷物を差し止めたと主張した。これに対し  
て佐右衛門は，鳥鏑は木材製品とはみなされず，  
規定外の道筋へ出荷してもよいと判断したと主張  
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行にあたって，廃兵衛と金主の間には次のような  
議定が交わされた。  
敢殿（露兵衛）御公儀榛汀目数百日問質加永和附閉掘   
御願立被成候処，自力∴紙槻相成兼候趣二＿付出金入用   
向御頼被成候＿イ寸，を川我等連r巨策如何御人用出金・同   
出精什往々御‘宝11ト山取、‡小‡り味，尤歩合之盛者石山諸   
掛差引残儲徳分一卜∵相打こ入江一瓢．螢殿－－弐分瀾渡八   
分我等連中へ割取町中條  
このような関係は「鉛山記録」では，「内仲間  
同前二取極堀割いたし候」と記されているゎ共Iii】  
で出金し，定められた割合で利潤を配分する取り  
決めであったことからわかるように，この事例で  
は，金主と紆兵衡とは紺椰陣営者の閲條であった（、   
次に，文政11年り1紀鋸に行われた2件の鉱Ill開  
発をみよう〔、ひらγの金主は，上州邑楽郡川俣純  
金了・一三郎右衡門であったぃ三郎右衡門と緒兵衛の  
間に交わされた誠定番では，ニ三郎右儒泄け）層禽ほ  
「山引請人」とされた。｝幕府への箕加の上納は，  
金主であった三郎右衛門から為されていた。，この  
事実は，実質的な経常が一凋祐閥門へ托されてい  
たことをホLていると思われる〔潤托衛の権利は，  
「出先歩之兼丑遁㌧小潮蘭㈲出摘十うト／r▲無相違  
時々柑涯可申肇」と定められたの百姓茂市によ′J  
て見立てられた六助沢の鎚鉛鉱山でも，金主の卜  
州邑楽郡梅原村直七と茂市の間に，同様の取り決  
めが為された｛二｝ r一歩合之事出金こイこ拘山々商十分  
一一一策時々急度棚減可申挙」3ポー。，すなわち，営緩  
衝も茂市も，稼行を金主に任せ，自らは軽骨を離  
れ，11成人として出鉱高の川％にあたる権利金川1  
先分一一・， または射一一）を得るのみの立場になった  
のであった。  
2）鉛商人の進出と鉱山会所の設立   
鉱Illの問掴を行′Jた結軋 鈍などが耗出された  
場釦こは幕府に履け出ることが為務づけられてい  
たのに対して，鉛の場合厄－・定の運上を上納すれ  
ば，軸軸二克関することが認められていた。文政  
8年（1825jの開城て出鉱した鉛鉱石は，江戸小信  
馬町の金物間鼠 中嶋境涯七に売り渡された。天  
した26） 。小森・大瀧筋以外への出荷は，佐右衛  
門に一方の名主が荷担していたことを考慮する  
と，佐右衛門ひとりの不正行為というよりは，村  
の中の勢力間の利害関係の村立と理解されるであ  
ろう。  
Ⅳ 沿鉱山の開発と鉛問屋の進出  
1）鉱山開発における金主の役割の増大   
文政期以降の中津川村内の鉱L山開発は，専ら小  
袖流川流域を中心に行われた。従来の開発の中心  
であった桃の久保金山の開発は文化13年（1816）を  
敢後に途絶した（第3表）。   
開発対象地の移動に伴って，採鉱の対象は銀，  
鉛となった。開発の初期においては銀の含有騒が  
比較的多い鉱石を採取することができたが，採鉱  
が進むに従って鉱石中の銀の含有擬は低減して  
いったようである。例えば，殴袖に小袖流川流域  
で銀鉛山が開発された天明6年（1786）にほ鉛川0  
匁（約375g）に付き，12匁（約45g）の銀を得るこ  
とができたという。文政8年（1825）の銀鈴山間槻  
の際に銀の試し吹きを行ったところ，鉛l貫（約  
3．75kg）から得られた銀は2匁（7．5g）であった。  
これ以降ほ鉛の産出が目的とされるようになっ  
た。弘化2年（1845）には当時稼行中の3ヶ山のう  
ち，ひら平と大助沢の2ヶ山における天保11年  
（1840）からこの年までの6年間の鉛の総鹿出高が  
約10，500貰（約39t）であったと報告されている。   
また，この時期には，これらの開発に参画して  
いた金主に実質的な鮮常が委ねられるようにな  
り，憲兵衛を始めとする村内の山王はi自二接稼毎に  
携わらず，金主から一定の権利金を得るのみに  
なっていった。…・連の銀鉛山開発の事例によって，  
その様子をみてみよう∫）   
文政8年（1825），落兵衛によって′ト神流川流域  
のひら平の閑職願が出された「、この時金主となっ  
たのは，江戸本所浜屋敷小池甚助・摘草東中町蕗  
沢鉄五郎・湯島5丁目官僚弥五兵衛・渇島大神下  
桜井新助の4名であった。これらの金主たちは，  
それぞれに職人を用意して稼行を行った狛。稼  
ー▲！）こミ ー・－－   
額と定められた。   
こうして鉱山関係の実質的な権利はすべて鉛問  
屋へ移譲され，翌弘化3年には金主3名から本稼  
が出願され，弘化4年から5年季で鉱山が稼行さ  
れることになった29）。ひら平，六助沢，狩掛沢  
のそれぞれの鉛鉱山に会所が設立された。「鉛山  
記録」に，轟永2年（1849）には「狩懸沢・六助汎  
鉛大直り之事」，素永4年には「今年狩掛大直り，  
中二茂八月・九月ハ一日三蔵宛吹一寵代金五拾両  
也，一月入残二竜一日百両金殖分月三千両之利徳  
也」と記されているように，犬養に鉛を出鉱した。   
第6図は嘉永5年に，字ひら平の範囲について  
役所に上申した際に添えられた絵図面を模写した  
ものであが0）。ひら平，六助汎 狩掛沢の各鉱  
山の位置が示されている。ひら平鉛山への登り口  
に，小神流川を挟んで鉛製場と人足小屋が設置さ  
れていたことがわかる。鉛鉱山の稼行は金主配下  
の稼人に委ねられていた。当時のひら平の稼行を  
行ったのは，武州多摩郡下海沢村長左衛門であっ  
た。  
保10年（1839）6月のひら平の間掘の際に金主と  
なった，江戸通油町の鉛問屋炭屋平兵衛・江戸日  
本橋品川町裏河岸伊勢屋平作は，当初は鉱石を買  
い請けることを目的としており，「買金主」と呼  
ばれた。やがて，これらの鉛を扱う商人が直接鉱  
山経営に携わるようになってきた。炭屋平兵衛と  
伊勢屋平作，そして弘化2年（1845）4月に狩掛沢  
鉛山の金主となった上野国佐野天明町正田利右衛  
門と喜平治が最も積極的に鉛鉱山の開発を行っ  
た。   
弘化2年12月には，喜兵衛と金主たちとの間に  
新たに次のような議定が交わされた。  
貴殿御村地内鉛山字飛ら平・六助沢・狩掛沢三ヶ所   
之義は先達村方示談行届健二付，稼方之義一旦休山を   
喜兵衛殿引請相成候趣二付，御道上之壱割引こ而山先   
歩一三ヶ山分書兵衛殿江相渡可申候事  
従来の喜兵衛の出願による鉛鉱山は一旦休山と  
され，金主達から改めて役所へ願書が提出された。  
また，書兵衛への配分は，運上から10ヲ‘を引いた  
所左南門  
切替畑   
第6囲 ひら平鉛裾付近絵図（森永5年）  
丹昭敬▲・氏所蔵「窺永瓦年中緒川柑鉱山絵図」より作成）  
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「秩父日記」 31Jには，嘉永6年頃の狩掛沢に  
ついて，赤岩川沿いに板屋が立ち並び，女子が鉛  
鉱石と土を選別している様子，男子が篠竹を束ね  
て灯火とし，坑道に入って鉱石を堀出している様  
子が描かれ，柑からあぶれた者たちが集まって来  
たと記されている。炭砥が煙を立ち上らせている  
情祭から，ここで炭焼きが行われていたこともわ  
かる。「鉛山記録」にはこの頃に狩掛沢に鉛製場  
が建てられていたことを示す記述がある。そこで  
使用される炭が生産されていたものであろう。   
また，「秩父日記」には，河原沢村の坂本とい  
う集落には宿屋や「物うき屋」があり，ここで小  
鹿野から偶によって運ばれた物資と，中津川から  
徒歩で迎ばれて来た鉛を交換したことが記されて  
いる。中津川柑の小倉沢を通り，八丁峠を越えて  
坂本に到る山道は三三山道と呼ばれていた。従軋  
中津川村では物賓の輸送には白井差を越えて小森  
川沿いを通る通が多く利用されてきた。しかレト  
森川は谷が狭小であり，道ほ谷から数10メートル  
上方の山道であったので，物資の運搬は人力によ  
らねばならなかった。三山道を利用して赤平川の  
捌こ到れば，後は馬による輸送が可能であったた  
め，鉛鉱石の運搬にはこの通が利用された32）。  
3）鉛鉱山の壕行による村内秩序の変化   
鉛鉱山の大規模な稼行は，村の経済や社会秩序  
に大きな影響を与えた。そのひとつとして，村が  
鉱山会所から多くの金銭を得ることになったこと  
があげられる。「百姓塚山」の利用に賦課される  
山投銭，永2貫516文を鉱山が負担した。この他，  
鉱山稼行に必要な小屋掛木，焼木，炭新木代とし  
て1ヶ山ごとに金3両，埴土代として1ケ山ごと  
に金2分，さらに小屋場地代として1ヶ山ごとに  
金2分が，鉱山から村民へ1ヶ年ごとに支払われ  
た。これらを合計すると，年間にして金12両となっ  
た。   
またこの時期には，村蛇が鉱山会所に直接雇用  
され，賃銭稼ぎに従事するようになった。この事  
実については，次の事件から知ることができる。  
嘉永5年（1852），名主所左衛門（宰嶋家）と小前百  
姓との間に生じていた争論の末に，憲兵衛が鉱山  
会所に村して，村中の小前百姓を人足として雇用  
しないように要請した。この結果，稼ぎを失った  
村民が困惑して役所へ訴え出た33I。具体的な金  
額を知ることはできないが，稼ぎの内容は次のよ  
うなものであった。成年男子は薪炭用地として鉱  
山へ貸与していた山において，薪炭用の木を伐り  
出し，賃銭を得ていた。そして婦女子は坑内で使  
用する「寿々（すす）竹」を売った。   
弘化2年（1846）には，鉱山からもたらされる権  
利金をめぐって，次のような争論が起こった。こ  
の年の7月に，小前百姓から寮兵衛を相手取り，  
役所へ出訴があった。「鉛Uほ己録」では内容を詳  
かに記していないが，この出訴に対して，禽兵衛  
が苗番類を用意して，これまで村方に分－∴ 地代  
など割渡した先例はなかったこと，鉱山の請負人  
が山先へ分一一を支払うという慣例に対して，これ  
まで問題は生じていなかったことなどを主張して  
いることから，小前百姓は，村方に山先分一を遼  
元するべきであることを主張して，訴訟を起こし  
たことがわかる。   
役所は書兵衛の主張を概ね認めたが，鉱山開発  
に悪影響が及ぶことにならぬよう，相方へもなん  
らかの利益があるように取り計らうよう判決を下  
した。薯兵衛はこれに対して，今回山先分－の柑  
への支払いを認めてしまっては，柑の秩序が乱れ  
ることを主張して，追訴を行い抵抗したが，この  
年の12月に，鉱山会所から柑に対して差し出され  
た議定誇文において，村方へ「助成歩山」という  
名目で利潤が分配されることが定められたところ  
をみると，小前百姓の主張が認められたようであ  
る。また，この議定謹文では，運上の上納に組頭，  
百姓代も立ち会うことも定められ，宛先にもこれ  
までの柑役人に加えて，小前惣代の名が添えられ  
るようになった。   
このように村中の小前百姓が団結して名主に対  
抗する事態は，これまではみられないことであっ  
た。このことからは，鉛鉱山から中津川柑に落と  
された多くの金銭と，鉱山会所による雇用が，小  
前百姓の経済的な自立，ひいては村内の秩序の変  
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いては，秩父地域の出身者が開発の中心となった。  
中津川村でも，名主の2家と小前百姓の松四郎家  
が鉱山経営に関わった。   
この時期の鉱山開発の痕跡は，集落景観には認  
められない。集落付近で行われたのが，「桃の久保」  
の復旧工事のみであり，他の開発は，小神流川流  
域で行われたためであろう。／ト神流川流域は「百  
姓稼山」内に含まれていたため，ここに産出する  
鉱物資源を利用する際には柑の制約を受けた。松  
四郎の鉱山の例では，最初の間掘の期間は，鉱山  
の経営は松四郎の裁量に任されたが，継続稼行を  
出願する際には，村民連名で行うことが取り決め  
られた。また，鉱山業に用いる用地や用木は，「百  
姓稼山」の域内において得られたので，これを鉱  
山に提供して得られた収入は，村民で均等に分配  
された。   
天明期には山稼ぎの品目が増加し，規格も拡大  
された。また，小森・大瀧筋とは異なった新しい  
道筋が開かれ，従来とは異なった地域に山稼ぎ品  
が搬出されたと思われる。このような変化によっ  
て，小前百姓が経済力を持ち，鉱山開発に参加で  
きるようになったと考えられる。   
文政期頃になると，「桃の久保」の再開発単発  
は途絶し，小神流川流域の銀鉛鉱山の開発が鉱山  
開発の中心となった。この時期になると，他柑の  
出身者である金主に経営が委ねられ，華嶋家など  
の村民は鉱山の直凛経営から離れ，「山先歩－」  
を得る立場となった。これまで経営にあたってき  
た村民の立場からすれば，経常に伴うリスクは無  
くなり，出鉱高に連動して収入が得られるように  
なった。金主の立場では，より自由な経営が可能  
となった。これによって，鉱山開発が本格的に行  
われる条件が整ったと考えられる。弘化・賓永期  
頓には江戸や上州から鉛商人が入り込み，鉱山軽  
骨の全ての権利を得た。そして，ひら平・六助沢1  
狩掛沢の3ヶ所の鉛鉱山にそれぞれ鉱山会所が設  
けられた。   
この結果，地代・用木代・歩一銭として，村に  
多くの権利金が落とされた。また，小前百姓は鉱  
山会所に直接雇用され，用木の伐採・運搬を行っ  
化を促したことが推測される。  
Ⅴ おわりに  
本稿では，鉱山を持つ村であった近世期の中津  
川村がどのように集落を形成，維持し，地内で行  
われた鉱山開発と関わってきたかを明らかにする  
ことを目的として，検討を進めてきた。この結果  
は以下のようにまとめることができる。   
少なくとも中世期には中津川村地内において採  
鉱が行われ，近世期の中津川柑は，幸嶋家や逸見  
家のような，鉱山業に関わった人々が中心となっ  
て形成された集落であったことが推測される。し  
かし，慶長期に字「桃の久保」の短期間の盛山を  
経た後，鉱山業は衰微した。   
その後の中津川集落は，中津川沿いの南向き斜  
面に立地した集落の周囲に分布する僅かな耕地  
と，広大な「百姓稼山」を利用して生計をたてる  
集落となった。最も上質な耕地が中畑であり，下々  
畑が多くを占めていたことから，耕地の生産性は  
低かったと考えられる。しかも，耕地の多くは，  
世襲名主の幸嶋家と逸見家によって占められてい  
た。従って，中津川村を支えたのは，村の入会地  
である「百姓稼山」であった。「百姓塚山」では，  
山林資源を利用した山稼ぎと，焼畑耕作などが行  
われた。「百姓稼山」の利用に対して賦課された  
年貢である「山役銭」は，村民が頭割りに負担し  
た。また，「百姓稼山」の木品を売り渡した場合  
には，その代金は村民に平等に分配された。この  
ように，共有地を紐帯として，中津川村の結び付  
きは強かったと考えられる。   
正徳期に「桃の久保」の金山の復活が図られて  
以後，再び村内で鉱山開発が行われるようになっ  
た。幕府の積極的な鉱山開発の奨励を背景として，  
かつて大量に金を産出したと伝えられた「桃の久  
保」の再開発が試みられたのであった。正徳期か  
ら天明期までの鉱山開発はすべて村外の出身者に  
よって進められた。天明期から文政期にかけて，  
これらの開発の影響を受けて，小神流川流域に  
次々と新鉱山が見立てられた。これらの開発にお  
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て，賃銭を得た。この時期に，小前百姓が団結し  
て名主に対抗するようになったことは，鉱山から  
村に落とされた金銭が，小前百姓の経済的自立を  
進めたのではないかと思われる。   
以上にみてきたように，中津川集落の形成に関  
わったとも考えられる「桃の久保」金山が衰微し  
た後，「百姓稼山」が中津川村民の生活の基盤と  
なった。また，天明期以降には「百姓稼山」が中  
津川柑における鉱山開発の舞台となった。，このた  
め，鉱山開発吼 その時期ごとの「百姓稼山」の  
あり方を′削二反映していたと考えられる。この実  
態をさらに明らかにするためには，中津川柑の集  
落の構造，とりわけ「百姓稼山」に関する共同体  
的な組織について検討する必繋がある。さらに，  
明治期以降の鉱111常の腱開についても分析し，こ  
れと「百姓稼l山の解体過程との関連について検  
討することも必要とされる。  
付 記  
現地調劇二際しては，大滝村中津川地区の方々に   
温かい御助力をいただきました。事由敬【一，l＝中梅   
次両氏には教義な史料を閲覧させていただきました．｝   
御多忙中にも関わらず，大場村役場の方々や仲榊村   
役場の高橋稔氏には，登料収魔の便宜を図′Jていた   
だきました。また，立教大学大学院の富岡政治氏に   
は費重な御助霹を頂きました。なお，筑波大学比較   
文化学類の近藤佳美，人文学櫓の江尻人介の両氏に   
は，平成2年度の歴史地理学実習において，調査の   
労を共にしていただきました。ここに記して深く感   
謝申し上げます。  
よるものと思われる。「鉛山記録」の前半部分の原   
型になったと考えられるものに，「中津川村金山初   
旧記」（大滝村誌資料調査委貝会編（1987）：『大滝   
村誌』資料編11，58～60所収）がある。なお，「鉛   
山記録」は，大滝村誌資料調査委員会編（1987）：『大   
滝村誌』資料編11，および大滝村数育委員会他編   
（1985）：「大滝村の文化財資料（6）に，「鉱山記録」   
として収載されている。また，埼玉県（1990）：『新   
編埼玉県史・資料編16 近世7 産業』にも「銀   
山記録」の表題で収載されている。  
4）田中圭脚一（1986）：『佐渡金銀山の史的研究』，刀水   
書房，3ページ，  
5）小葉田淳（1973）：『日本鉱山史の研究』，308ぺ－  
ヽ 予  
ン．  
6）逸見家老所の供養塔の碑文に「清和8代孫甲斐源   
氏新羅三郎義光ヨリ17代孫昆部小輔昌連二男垂郎   
の信行天文13年中津土軋1とある（、  
7）例えば，『新編武蔵風土記楓』に，薄柑小沢［］の逸  
見太四郎の先札逸見若狭守は武田氏の重臣であっ  
たと記載されているし，  
8ト引相文中に，「砂金」とあるが，坑道掘りの場合で  
も，低品位の金鉱石を砂金と称した。  
9）近世期の中津川村には中津川とその分郷である中   
双里の2集落があったが，Ⅱ車1節に述べたよう  
な鉱山業と関連があると考えられるのは，中津川   
集落であるので，ここでは，中津川集落のみを対  
象とし，中双里集落は扱わない。  
10）大滝相中韓日＝l仲梅次氏所蔵「中津川柑検地水帳」。，  
この水帳は名寄形式にまとめられており，成立年   
代は不明である。中津川柑の検地が行われたのほ，   
元禄川年（1697）であるが，この水帳には名主や代  
官の署名・捺印などが無いことから，その当時の  
ものではなく，彼の時代の写しであろうと考えら  
れる。  
‖）中津ノー】村において，上本畑にどのような作物が植  
えられたかについては明らかではない。近世の上  
小鹿野村では，桑が植えられていたことが明らか  
となっている。中津川村の上木畑や上木の年貢が  
課された畑は，桑の生育に適した川沿いに多くあ  
ることから，中津川村でも，桑が植えられていた  
であろうと考えられる。『新編武蔵風土記稿』によ  
れば，近世期の中津川では紙が生産されていたこ  
とが明らかである。この原料の櫓が植えられてい  
たことも考えられる。  
12）「窺永6年村方梯子啓上帳」には「百姓持林」とし  
て字名・所有者・面積を書き出し，「右之所下々畑  
之高論地二御座候処，地味甚悪敷作物不出来二付，  
捨置候処，自然生松葉有之候…」と説明を加えて  
いる。  
注  
＝現在の小倉沢鍛落は，昭和12年（1937）の目窒鉱業  
による鉱山経常に際して成立した集落である。  
2）今井秀喜（1973）：『日本地方鉱床誌・関東地方』，   
朝倉書風 pp．89～102．  
3）大滝村中津川幸島敬一一氏所蔵。元久2年（12n5）の  
幸嶋覚範入道の土着から，嘉永6年（1853）の鉛鉱  
山の不振までの記述がある。しかし，詳細な記述  
は1825年（文政8年）以降の銀鉛山開発に関するこ  
とに限られ，それ以前の記述は伝説や他の記録に  
ー97 －   
13）率島敬一－・氏所蔵「中津川御LLl内之儀二付被仰渡候   
趣御請番覚」（享保18年）『大滝村誌』資料編11，  
66～67．所範。山中梅次氏もこの写と思われる文番  
を所蔵する。  
14）大滝村大滝千島英郎氏所蔵「新古大瀧村中津川村  
人会大滑小滑両谷山代金割合覚帳控」（麗政6年）．   
『大滝柑誌』賓料編8，437～439所掛こよれば，3ケ  
付人会山である大滑小滑両谷の山代金として填け  
取った70両を3ヶ村で分配した際に中樺川村には，  
30軒分として5両2分が分配された。  
ユ5）草庵敬一・叫氏所蔵「差出申連判諾文之諷パ寛保3年）  
『大場柑誌』資料編11，297ページ所載。  
摘j 日本学士院礪（1982）：『明治前日本鉱山技術発達  
史射臓川落札 207～222。  
17）「P偽努亀智（1981）：『平賀源内と中島利兵衛』，き  
きたま出版会，119－166。  
18）城福男（1971）：『平賀源内』．剖Il弘文飾，112－‖3t 
19）【1Jr日輪次氏所蔵（寵政2年）。  
2L））【L川】極次氏所戯「銀鉛LU御用留」（文政3年），「′ド  
恐以禽付率願上條」（文政11年），「為取替潰走諸文  
之軋J（文政11年）。  
21）皐陶敬・・・・一氏所蔵。この絵図に描写してあるのは，  
取落付近のみである。中津川紫落と申規里集落と  
の間，中津川暴落と字「大冠」の下々畑との間の  
距離は実際よりも著しく短く描かれている。  
22）率偽敬一■氏所蔵「寓政13年相方膏姓商之蒜」『大滝  
柑誌』饗料稲11，56…57所載による。また，山中  
梅次氏所蔵「畑方分地帳」（文化2年）によれば，  
魔政3年‖791）に松四郎と久四郎兄弟が，父親の   
彦市の特高3斗5升を均分相続したことがわかる。  
23）山中梅次氏所蔵「為取替申一一札之事」（天明2年），   
「差上申溝口諾文之事」（天明2年）。  
24）華島敬一－氏所蔵「山稼品増願請轟写」（天明6年）『大  
滝村誌』資料締11，68～69所載L，  
25）率島敬州一氏所蔵「講釜沼文之畢」（寛政6年）『大  
滝柑誌』資料編11，70～71所載。  
26）11J中梅次氏所蔵「農上申済亡l諸文之車」（文化川年）。、  
27）文政8年（1825）から同10年までの稼行のあと，ひ  
ら平銀鈴山には複数の金主から稼行の希望があっ  
た。敢終的には華嶋老兵衛の指鋸二よって金主が  
決定されたが，その根拠は「職人茂夫勢召連物毎  
耕利二付」と「鉛山記録」に記されている。この  
ように，金主は職人施用を配下に組織Lていた－，  
28）前掲20），「為取替議定謂文之事」し，  
29）山中梅次氏所蔵「差上申御講評之乳l（弘化4年） 
30）辛抱敬←一－・氏所蔵。好●大滝村誌』覇料鰯11の「二1給にこ  
の絵図の写廣が載せられている亡、  
31）渡辺渉園著「秩父Fl記」慮永針頃成ル．。†最新㌦   
（1984）：『秩父日盲吉山，埼玉県心牒沌＝椰酎軋 をを  
考にした＝、  
32）鉱山会所の設置以降，小森陥の遺の利用が減り．  
賃銭稼ぎができなくなったため，小森柑の名主が  
中津川相投人に不服を申し二立てているt）このこと  
から，叫一・般の荷物の運送も二111迫を利川Lて子j二わ  
れるようになったことがわかる｛j 暫1人鳩柑．1己．或東田  
碗11，299～3（〕0参月軋  
33＝1沖梅次氏所蔵「乍恐劇牒旺川鍋軋＝阻1（窺永5年） 
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